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発表内容

• バイオ分野におけるＸＭＬの動向

• 遺伝子配列データベースについて

• 遺伝子配列データについて

• BSMLのご紹介とその特徴

• ゲノム創薬とバイオインフォマティクスについて

• LabBook社のご紹介

• BSMLを用いた製品のご紹介



１．バイオ応用分野の専門領域

薬学

環境

農林水産

化学

医学

食品

各種のゲノムプロジェクト 各種のゲノムデータベース



２．バイオ分野におけるXMLの現状

１）配列データ・アノテーション（データベース）分野

BSML、GAME、BIOML、DDBJ-XML、TIGR XML、AGAVE、BSA、

NCBI XMLなど

２）遺伝子発現（マイクロアレイ）分野

GeneXML、GEML、MAML、MAGE-ML

３）文献情報分野

MEDLINE

他にも、オントロジー、生物モデル（生物シミュレータ）、分子など
様々な分野で、XML化が進められている。



３．遺伝子配列データベースの特徴

１） 各データの大きさがまちまち（３桁以上の隔たり）である。

→ RDBでは、取扱いが困難。XMLではデータの大きさには無関係。

２）大量データの更新が生じやすい。

→ XMLを用いるとデータの入れ替えが容易。

３）データエントリー数が非常に多く（DDBJでは14Mエントリー）、現在も増加し

つつあり、検索時間がかかる。

→ XML化により、タグによる検索項目の絞込み、XML形式

のフラットファイルを直接検索でき、高速化される。

４）データのやりとりがWebベースである。

→ データのフラットファイル化が望ましい。

⇒ 遺伝子配列データベースのXML化には大きなメリット

がある。



４．配列データを取り扱うときの問題（その１）

１） 配列データを検索しても、記号の羅列が表示されるだけである。

→ 理解しやすい表示方法が必要



４．配列データを取り扱うときの問題（その２）

２） 配列データを解析するには、記号の羅列は不適当である。

→ 解析しやすいデータ表現方法が必要

<Feature class="GENE" display-auto="1" 
id="AB003468.FT2.FR4" title="Amp"

value-type="gene">

<Qualifier value="Amp" value-
type="gene"/>

<Interval-loc complement="1" 
endpos="2373" startpos="1513"/>

</Feature>

<Restriction-enzyme offset="1“ overhang="3"     
sites="594,669,1065,1582,2656,2678,4210,4344,4
396,5195“ title="HinfI"/>



５．（XML準拠の）BSMLの有効性

１） 階層構造表現

・ 研究データそのものの階層構造化

・ 配列データ（例： フィーチャ、クォリファイアなど）の階層表現化

２） タグによる配列情報の意味付け

・ 膨大な検索量の低減化、高速化、検索ノイズの低減化

・ XMLブラウザ（Genomic XML Browser及びGenomic XML viewer）による

理解しやすい表示

３） Open Standard

・ 他のDTDの追加により汎用化・最適化が可能

・ ASN.1（Abstract Scientific Notation）とコンパチブル

・ フォーマットコンバータによるインテグレーションが可能



６．ゲノム創薬の流れ

１）疾患関連遺伝子の解明

２）疾患関連タンパクの解明

３）タンパクの立体構造の解明

４）化合物のデザイン

５）新薬の化学合成・治験・臨床

特徴

多種・多様・多量な実験データ

大規模な計算機シミュレーション

実験データやプロトコルなどの厳重
な管理

バイオインフォマティクス

① 多種・多様なフォーマットで、かつ多量なデータ管理

② インターネットでの検索と検索結果の管理

③ ゲノム情報の理解しやすい表示機能

④ データの一括管理・共有化



７．LabBook社とBSML(Bioinformatic Sequence 
Markup Language) について

１）LabBook社

・ １９９９年設立、従業員数約５０名

・ 本社米国オハイオ州コロンバス、支社カリフォルニア州バークレーなど

・ I3C発足当時からのメンバー

・ BMSなどの世界的な製薬企業やNASA、オハイオ州立大学などの研究機関と共同
研究も推進している。またWeilyなどの情報サービス企業とも提携している。

２）BSML
・ LabBook社が提案しているバイオインフォマティクス（特に配列とアノテーション）

に特化したXML準拠のフォーマット。

・ 従来は理解しにくかった配列情報が非常に理解しやすく表示できるようになった。

・ EMBL（European Molecular Biology Laboratory）など有名なデータベースが

BSMLをサポートしており、BSMLがゲノム配列データベース分野の標準にな

りつつある。



８．LabBook社が提供するソリューション

① eLabBookTM

XML技術を用い、多様なフォーマットのデータを一括管理するツール

GLP、GCP基準に基づく実験ノート機能

インターネットにシームレスにリンクし、簡単に様々な検索が可能

研究者ごとの共有化できるデータの設定が可能

独自のデータベースの作成と統合も可能

② Genomic XML BrowserTM

BSMLにより配列情報を理解しやすく表示するビューワ

複雑なゲノムデータベースの検索が非常に簡単

新たなアノテーションの付加も可能

③ OHGDB-QueryTM

オハイオ州立大学のスパコンを用いて作られたヒトゲノムデータベース

にアクセスするためのインターフェース

XML Genomic Suite DBTM

④ Sequence LibrarianTM

独自のゲノムデータベース作成のためのビルダ



９．XML Genomic Suite DBTMの構成

Genomic  XML BrowserTM

eLabBookTM 外部DBSequence LibrarianTM

内部DB

OHGDB-QueryTM

OHG



１０．eLabBookTMのご紹介（１）

XML技術を用い、多様なフォーマットのデータを一括管理するツール



１０．eLabBookTMのご紹介（２）

GLP、GCP基準に基づく実験ノート機能



１０．eLabBookTMのご紹介（３）

インターネットにシームレスにリンクし、簡単に様々な検索が可能



１０．eLabBookTMのご紹介（４）

研究者ごとの共有化できるデータの設定が可能



１１．Genomic XML BrowserTMのご紹介（１）

BSMLにより配列情報を理解しやすく表示するビューワ



１１．Genomic XML BrowserTMのご紹介（２）

複雑なゲノムデータベースの検索が非常に簡単



１１．Genomic XML BrowserTMのご紹介（３）

様々な細かさで配列データを表示することが可能



１１．Genomic XML BrowserTMのご紹介（４）

新たなアノテーションの追加や修正が可能



１２．OHGDB-QueryTMのご紹介

オハイオ州立大学のヒトゲノムデータベースへのインターフェース



１３．Sequence LibrarianTMのご紹介

ユーザ独自の配列データベースビルダ



１４．将来の製品ラインアップ

１）プラットフォームに依存しないJavaバージョン

２）企業内の閉じた環境で実行できるエンター
プライズバージョン



BSML 2.2DTDなどの各種のリソースは
http://www.bsml.org/Resources/default.asp

からダウンロードできます。

また、ASN.1⇔BSMLのコンバータソースコードと変換例は
http://www.bsml.org/

からダウンロードできます。



Genomic XML BrowserTMの機能を絞った体験版 (Genomic XML ViewerTM)は
http://www.labbook.com/products/viewer_register.asp

から無料で入手できます。是非、お試しください。

また、本製品のお問い合わせは
販売元：CTCラボラトリーシステムズ株式会社
電話 03-3419-9171 e-mail:biosupport@ctc-g.co.jp

または
技術サポート：株式会社CRCソリューションズ
電話 03-5634-5829 e-mail:bio@crc.co.jp

までお願い申し上げます。
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